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研究成果の概要（和文）：対応する日本語表現とドイツ語表現との間に表現視点（視座）の違い

があること指摘されるが、それを例証するために文芸作品の原文とその翻訳を比較するという

方法がとられることが多い。しかし、比較の際、翻訳を用いると、たしかに同一事態を表わす

表現どうしを対比させることができるが、起点言語の表現方法による影響や訳者による個人差

を排除できないという点で問題がないとはいえない。本研究においては、対応する日常的な社

会化場面において使用される同一機能を果たすコミュニケーション行動制御慣用表現を利用す

ることにより、表現視点の違いをより客観的な形式で比較し、その差を明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）：In general, it is claimed that there is a difference in perspective 

between corresponding Japanese and German sentences. The data employed in such a 

comparison are often cited from a literary text and its translation. Therefore, they have 

methodological problems because translation is done individually and subjectively. In 

the present study, Japanese and German sentences were compared in more objective manner 

by using routine formulas which are used in corresponding situations in socialization 

processes between Japanese and German society.  
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１．研究開始当初の背景 

本研究の対象は、日独のコミュニケーショ
ン行動における協調のあり方の違いにある。
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の一つに、コミュニケーション行動評価概念

(Bewertende Konzepte kommunikativen 

Verhaltens) の分析がある。コミュニケーシ

ョン行動評価概念とは、たとえば日本語では

「丁寧な」「親切な」「生意気な」、ドイツ語

では “höflich”, “freundlich”, “überheblich” 

といった、コミュニケーションにおいて対話

相手や自分自身の行動をメタレベルから肯

定的にもしくは否定的に評価する概念であ

る。これらの概念は、それが使用される社会

で「当たり前」とされるコミュニケーション

行動を説明するものである。こういった概念

を収集し、分析することにより、当該社会ご

との協調のあり方を明らかにすることがで

きる。コミュニケーション行動評価概念を言

語間で対照した研究として、日米の比較につ

いては Ide et al. (1992) がある。日独の比較

については、Marui et al. (1996) が知られて

いる。研究代表者は、1995 年以降、コミュ

ニケーション行動評価概念を用いて日独の

協調のあり方の異同を研究してきた。 

ところで、このような協調様式や規範はど

のようにして獲得されるのだろうか。この疑

問に対しては、つぎのように考えることがで

きるだろう。このような協調のあり方の習得

には、社会化の過程において適切な行動がで

きるように繰り返し使用される慣用化され

た表現が関与している可能性がある。そこで、

ある特定の場面において子供が問題となる

ような事態を引き起こした場合、それを通常

にもどすために慣用的に使用される典型的

な言語表現があると仮定する。このような慣

習化された表現を本研究ではコミュニケー

ション行動制御慣用表現 (Kontrollierende 

Routineformeln kommunikativen 

Verhaltens) と呼ぶことにする。このような

表現を収集して類型化すると、その類型化さ

れた表現形式は、「当たり前」とされるコミ

ュニケーション行動の類型に対して一定の

対応関係が認められると推測できる。そして、

そのような表現は、当該社会のコミュニケー

ションにおける一種の鋳型として機能し、そ

れが使用される社会の対人行動において何

に注目もしくは配慮して行動すべきなのか

について示唆を与え、それが当たり前とされ

る協調様式の獲得に関与していると仮定す

る。 

このような仮定のもと、本研究の準備段階

として、つぎのようなパイロット調査を行っ

た。まず、日本とドイツで共通して起こりう

る問題状況（病院場面とけんか場面）を設定

し、それを解消するために典型的に使用され

るとみなされる慣用的言語表現を収集した

（幼稚園児の保護者へのアンケート調査）。

上記の調査によって収集された表現を言語

学的に対照分析することにより、両言語の表

現形式と語彙項目の類型化を試みた。その結

果、統語論的にいえば、主に 3 種の発話タイ

プが認められた：「指示」タイプ（「静かにし

なさい」、“Sei bitte sitll”）・「促し」タイプ（「静

かにしよう」、“Lass uns etwas spielen”）・「提

案」タイプ（「かわりばんこするといいよ」）。

日本語では場面によって表現の使い分けが

なされているが、全体的にみると「促し」タ

イプの表現が比較的多く、病院場面では約

30％、けんか場面では 46％であった。また、

けんか場面では「提案」タイプも選択される。

他方、ドイツ語は場面にかかわらず、ほとん

どが一貫して「指示」タイプの表現を選択し

ている（両場面とも 90％以上）。これは、日

本人はドイツ人と異なり、相手と対立的にコ

ミュニケーションするより、相手を含めた統

合的な視点からコミュニケーションを行う

傾向にあることを示唆するものである（2006

年 10 月に金沢大学で開催された第 9 回日独

社会科学学会で口頭発表。その後、論文にま



 

 

とめ、同学会発行の論文集に掲載）。日本と

ドイツとのコミュニケーションや言語相互

行為の対照研究で、それぞれに特徴的な協調

傾向として、統合と対立があることが様々な

研究ですでに報告されてきている。このパイ

ロット調査は、日本とドイツを特徴づける統

合と対立という対比傾向が、慣用的言語表現

にも認められるということを示唆し、この傾

向を確認するものと位置付けることができ

る。 
 
２．研究の目的 

上記の研究背景および予備調査をふまえ、

本研究では、調査対象をより広範囲に広げ、

異なる年齢層の子どもに対するコミュニケ

ーション行動制御慣用表現を調査すること

により、予備調査の結果から引き出された統

合と対立という傾向的差異の一般的妥当性

を検証しようというものである。さらに表現

形成の際の視座という観点から、この差異は、

共感と対立という対立概念によってより適

切に説明できることを明らかにする。 

 
３．研究の方法 

まず、日本とドイツの対応する具体的な社

会化場面において使用される言語表現を主

にアンケート調査により収集し、それを分析

する。そして、その表現形式と使用語彙の類

型化を行った上で、両言語表現形式の相違点

と類似点を明らかにする。つぎに、両言語の

言語表現形式の類型的差異が、同一場面での

両社会の協調行動および配慮行動の類型的

な違いと対応しているかどうかを検討し、そ

れによって、社会化過程で使用される慣用化

された表現が両社会に認められる協調行動

における配慮とのかかわりを確認する。 

従来、コミュニケーションや人間関係の良

好な維持のための規範を明らかにする手段

として、コミュニケーション行動評価概念を

用いた研究がある。しかし、このような概念

は、必ずしも特定のコミュニケーション場面

と結びついているわけではない。特定の具体

的な場面と結びつけて使用されるコミュニ

ケーション行動制御慣用表現は、使用場面が

特定できるので、その使用条件との関連が詳

細に規定できる。そのため、日独で対応する

場面どうしで慣用表現を比較できるわけで

ある。このように、場面を取り込むという動

的な側面に着目した研究という点に、本研究

の独自性がある。 
 
４．研究成果 

本研究の中心的な作業は、日本とドイツに

おいて実施するアンケート調査によって日

独のコミュニケーション行動制御慣用表現

を収集し、それを分析することにあった。ま

ず、適切に対応するコミュニケーション行動

制御慣用表現を収集するための枠組み作り

と質問内容を考える準備作業として、育児や

しつけに関する図書、小説、戯曲、ドラマな

どで、どのようなコミュニケーション行動制

御慣用表現が使用されているのか調べ、また、

身近にいる子育て中の日本人やドイツ人に

子供に対してどのような表現を日常的に使

用しているか尋ねてみた。その結果、当初の

予想どおり、日独の対応する場面で発せられ

るコミュニケーション行動制御慣用表現に

関して表現形成の際の視点の違いがあるら

しいことがわかった。すなわち、日本語では

話し手が聞き手への共感に基づいて表現形

成を行なう傾向にあるが、ドイツ語では話し

手と聞き手との間の対立を基に表現が形成

される傾向にあることの予測をたてること

ができた。たとえば、公園から通りに出よう

としている子どもに対して、日本では「危な

い！」と言うことが多いが、ドイツでは 

“Vorsicht!” や “Halt!” という表現を用いる

傾向にある。前者は状況内視点から危険な状



 

 

況を叙述する表現であるが、後者は状況外視

点から聞き手への指示という形式で言語化

された発話である。この成果の一部を論文に

まとめ、まず、2009 年と 2010 年に開催され

た国際学会で口頭発表し（学会発表⑬⑪）、

その後、学会の機関誌に投稿し、掲載された

（学術論文 [5] [4]）。さらに、成果の別の一

部を 2010 年 10 月に東京で開催された日独社

会科学学会でも口頭発表し（学会発表⑦）、

学会が発行する論文集に投稿してある（現在

論文集として刊行に向けた編集作業中）。 

日本およびドイツで実施したアンケート

調査の分析結果については、たしかに予備調

査の傾向を肯定するものであった。すなわち、

日本語表現は聞き手や他者への共感に基づ

き、聞き手や他者に対して心理的距離を近づ

けようとする内容をもつ傾向にあるが、ドイ

ツ語表現は聞き手との対立を基礎に、聞き手

に対して物理的に積極的な行動をとるよう

にしむける内容が傾向的に認められた。この

ように、より詳細に発話を比較分析すると、

日本とドイツの対応する場面であっても、そ

れぞれの社会で期待される行動の構成要素

が異なりうることが明らかになった。こうい

った調査結果を研究期間最終年度の2011年3

月開催の国際学会で公表するはずだったが、

東日本大震災および原発事故により、学会出

張を断念せざるをなくなった。発表するはず

だった成果は、翌年 2012 年に開催された同

じ国際学会で発表し（学会発表②）、学会の

論文集に投稿済みである（2012 年 5 月の時点

で査読審査中）。アンケート調査によって確

認できた表現形成の視点の違いとは別に、分

析結果が示唆している、日独で期待される言

語行動の構成要素の違いについては、2012 年

6 月に台湾で開催される国際学会で口頭発表

することが決まっている（学会発表①）。発

表内容はその後、論文として機関誌に投稿す

る予定である。 

すでに述べたように、本研究では、アンケ

ート調査を実施するための枠組み作りのた

めに、育児書、実用書、文芸作品、ドラマ、

公共機関など、日常的な場面で言及もしくは

使用されるさまざまな慣用表現を集めてみ

たが、その際、副次的につぎの 3 種の興味深

い決まり文句に気付いた。(1) 日本語ではた

とえば依頼文で「お忙しいところ恐れ入りま

すが、…」といった表現を付加する習慣があ

るが、これに対応するドイツ語表現はない。

この背景には「労働」や「忙しさ」に関する

理解が日独で異なっているのではないかと

仮定し、辞書記述に基づいた対比を行い、そ

の成果の一部を学会で発表し（学会発表⑭）、

論文にまとめた（学術論文[8] [7]）。(2) また、

公共の場面で見かける案内版などの慣用化

された表現（たとえば、階段近くにみられる

「足元注意」と “Vorsicht! Stufe” やバス内

の「つぎとまります」と “Wagen hält” など）

についても、日独間に本研究で明らかにされ

た表現形成の視点の差が認められた。その一

部は国内の学会で発表した（③）。このテー

マで 2011 年度科学研究費補助金を申請した

ところ、採択され、継続的に研究する基盤が

得られた。(3) さらに、二人称代名詞を主語

とし話法の助動詞 wollen を用いた形式によ

り、対話相手の思考内容を断定的に表現する

発話が文芸作品内会話で確認された。これに

ついても口頭発表（学会発表⑩⑨⑥）し、そ

の一部は論文として刊行され（学術論文[2]）、

別の一部は機関誌に投稿・審査中である。ま

た、その論考を含む論文集も編集した（図書）。 

また、日本語とドイツ語の対照研究ではな

いが、研究期間中、客員研究員の陶琳氏との

共同研究としてコミュニケーション行動評

価概念の日中比較調査に協力し、その成果を

学会で発表し（⑫⑧⑤④）、論文にまとめて



 

 

ある（[6] [3] [1]）。 
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